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----------------------------------------------------------------------------- 

 

平成 28年度特定鳥獣の保護管理に係る研修会（カワウ上級） 

 
対 象：都道府県の鳥獣行政担当者、水産行政担当者、市町村担当者 

 

 

開 催 日：2016 年 11 月 9 日(水)～11 月 11 日(金)  2 泊 3 日 

場  所：山梨県立図書館交流ルーム 

 

講師と科 目：野川裕史（最新の鳥獣保護管理制度の概要） 

：加藤ななえ（カワウの生態と最新の生息状況） 

：山本麻希（管理の考え方） 

：坪井潤一（モニタリングが支える管理） 

：芦澤晃彦（山梨県の管理 任意計画の下のねぐら管理と繁殖抑制による個体群

管理） 

：諏訪正明（群馬県の管理 特定計画の下のシャープシューティングによる個体群

管理） 

：地域診断と処方の進め方（山本麻希） 

：カワウ対策予算の獲得（山本麻希） 
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カワウ対策予算の獲得 

長岡技術科学大学 工学研究科 生物機能工学専攻 准教授 

山本 麻希 

 

鵜的フェーズによって診断を行うと、各フェーズで実施すべきモニタリングや対策が明らかとなる。広域

用議会がある地域では、多くはフェーズ 1 をクリアしているが、フェーズ２の被害量推定がきちんとできて

いる地域はまだまだ少ない。胃内容物分析については、被害のある時期にカワウが捕獲できないといった問

題や胃内容物を分析する人材、費用がないという問題もある。各フェーズで必要なモニタリング事業を継続

して実施するためには、カワウ対策に利用可能な補助金を上手に組み合わせて使用する必要がある。 

カワウ対策に利用可

能な補助金は、水産庁の

カワウ対策専用の補助

金、総務省の特別交付税

措置、農水省の鳥獣被害

防止対策総合事業の３

つがある。どの補助金を

利用するかは、右のフロ

ーチャートを用いて、各

地域の実情にあった活

用をしていく必要があ

る。一方で、水産庁と総

務省の予算については 4

月 1日より使用が可能だ

が、農水省の補助金は早

くとも 6月以降でないと

執行できない。カワウの

被害対策の中心を占める 4～5月に利用できないことから、水産庁等の予算と農水省の予算を使用する時期を

分けるなどして、活用すべきである。また、水産庁の予算と農水省の予算の両方をカワウ対策に使用する場

合は、同じ対策で両方の予算を使うことをしないよう、時期で分ける、事業内容で分ける等のすみわけを事

前にしっかりとしておくことが大切である。 

実際のカワウ管理のスケールとしては、県域を越えた広域協議会、そして、都道府県単位のカワウ協議会、

水系会議、各漁協という 4つのレベルが存在する。カワウは県域を越えて移動するため、関東、中部・近畿、

中国・四国地方ごとに広域協議会がある。ここでは、各都道府県のカワウの個体群や被害に関する情報共有

を行う。そして、都道府県はそれぞれの協議会で、カワウ管理の方針を決定する。実際に行われる個体群管

理や被害防除については、県のカワウ管理の方針に従って、水系ごとに会議を行って決定することが必要だ。

水系会議の結果に従って、各漁協、市町村単位でカワウの被害防除、個体数管理等を実施していく。特措法

のソフト事業や水産庁の内水面振興法によるカワウ対策費は、定額予算であることから、対費用効果や実施

した内容について詳細な報告が求められる。それぞれの補助金の性質を理解し、カワウによる被害金額や個

体数の変化をきちんとモニタリングし、効果検証のためのデータを同時に取得することが大切である。 
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カワウ対策予算の獲得

長岡技術科学大学 工学研究科

生物機能工学専攻

准教授 山本麻希

umiushi@vos.nagaokaut.ac.jp

あなたはどの鵜的フェーズ？
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鵜的フェーズクリアのため・・・
フェーズ１

 新規ねぐら・コロニー発見調査

 年3回のねぐら・コロニー入りモニタリング調査

フェーズ2

 被害量算定のための河川の飛来調査

 カワウの胃内容物分析

フェーズ3

 正しいカワウ対策の知識を得る研修会、啓発活動

 協議会、水系会議の運営、開催

先立つものがないと実施不可能

 いつ、だれが、どのお金でやる

→実施前に確認しておかないと、必要なデータが得られな
かったり、無計画な攪乱でかえって被害エリアを増やしてし
まうことがある。

 カワウの対策は、カワウと共存する限り持続的に実施

→カワウ対策が継続できる人、お金、システムが不可欠。

 カワウ対策をマネージメントする人材も必要

→お金だけあっても、被害が減るとはかぎらない。
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カワウ対策に使える補助金
カワウ専用の予算（内水面漁業振興法）

 水産庁→全国内水面漁連→各県漁連

鳥獣被害防止対策特措法の予算

 総務省→市町村 特別交付税

 農水省→鳥獣被害防止総合対策交付金

→市町村（市町村ごとの協議会）

→漁協 （民間団体として）

→広域協議会 （複数の市町村による

広域協議会として）

３つの団体で
申請が可能

カワウ補助金フローチャート

市町村の

被害防止計画

のカワウは対象種

カワウ以外にも

哺乳類の被害

が多い

水産庁+総務省

農水省ソフト事業に
実施隊事業で申請

広域の市町村で

協働してカワウ

対策をしたい

Yes

YesNo

水産庁+総務省

農水省ソフト事業

民間団体で申請

No

Yes

市町村の防止計画

のカワウを対象種に

入れてもらう

No

No

水産庁

Yes

水産庁+総務省

農水省ソフト事業

広域協議会で申請

取りやすいが
いつまで続くか不明

市町村が協力的なら

カワウで220万確保は魅力的
協議会の運営が困難か？
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水産庁予算
 水産庁（健全な内水面生態系復元等推進事業）

→生態系の保全に係る実践活動事業、広域連携カワウ・外来魚被
害管理対策事業

 対象事業と補助割合
生息状況調査と駆除・繁殖抑制→定額補助（1県300万円）
追い払い→2分の1補助 （これまで通り）

 申請先と申請時期
各漁協→各ブロック内水面漁業推進協議会→水産庁
H27年度予算については、2月5日までに申請済み

 予算執行期間
H28年4月1日～H29年3月31日
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鳥獣による農林水産業等に係る

被害の防止のための特措法の施行

鳥獣被害防止特措法 H19. 12.21 公布 H20.2.21施行

（目的）

農山漁村地域での鳥獣被害の防止

農林水産大臣による基本指針策定

↓

市町村による被害防止計画の作成

（権限の委譲、財政支援、人材確保）

総務省予算 農水省予算

総務省予算
 総務省（鳥獣被害防止対策特措法 特別交付税措置）

 対象事業と補助割合
駆除等経費（交付率8割）

広報費（交付率5割）

調査・研究費（交付率5割）

 申請先と申請時期
市町村→総務省（特別交付税として市町村に入る）

申請時期 前年度の12月くらいまでに

＊各市町村の鳥獣被害対策協議会の鳥獣被害防止計画に

カワウが対象種として入っている必要がある！

 予算執行の期間
H27年4月1日～H28年3月31日
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水産庁カワウ対策費と総務省の
特別交付税を併用して使う
カワウ対策費の2分の1助成の残りの予算に総務省の予算
を充てることが可能

カワウ対策費
（水産庁５０％)

総務省交付税
（４０％)

市町村
（１０％）

市町村の事業経費

カワウの対策にかかわる全体経費

市町村が負担した経費の8割が特別交付税により措置

カワウが
対象になるのは、
ソフト事業のみ。

民間団体による取り組み
は1市町村当たり
定額200万円。

漁協もOK

使い易い予算ではあるが、
6月以降でないと使えないという
問題点が・・・

農水庁予算
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農水省予算
 農水省（鳥獣被害防止総合対策交付金 ソフト事業）

 対象事業と補助割合
民間団体で応募（定額200万）
市町村の協議会で応募：実施隊による活動（定額～300万）

その他の活動（2分の1）
対象事業：駆除、調査、研修会、追い払い等メニューは幅広い。

 申請先と申請時期
市町村→県の特措法を担当する部局→農水省
各漁協→県の特措法を担当する部局→農水省
申請時期 前年度の12月くらいまでに（余剰があれば・・・）
＊各市町村の鳥獣被害対策協議会の鳥獣被害防止計画に
カワウが対象種として入っている必要がある！
＊会計が結構面倒、あとで対費用効果を求められる！
→県庁の水産課は特措法の担当課とともに漁協の会計事務指導を！

 予算執行の期間
H27年6月くらい～H28年3月31日

鳥獣被害対策実施隊とは？
 市町村の非常勤職員として任命される。

→多くのところは、猟友会や市町村担当者が実施隊になってい
る。
 1年の常勤ではなく、獣害対策を実施したその日ごとに働くも
ので構わない。

→例えば、カワウの実施隊として、河川で追い払いを行うことも
可能。

 市町村の協議会の実施隊の活動範囲は各市町村内に限られ
る。

 近年、市町村協議会のソフト事業は、実施隊の人数が多いと
最大300万円の定額予算に増額される。

→実施隊以外が行う事業は2分の1助成
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サル被害

カワウを対象とした鳥獣被害
防止総合対策事業への申請

市町村単独 広域連携

各市町村が申請

何種類の動物

が対象でもＯＫ

複数の市町村に

被害がある動物

広域協議会で申請Ｃ町
Ｂ村

Ａ市

カワウ協議会

カワウ

Ａ市協議会
サル対策で
２００万円

ＡＢＣ広域協議会として
Ａ市はカワウ対策で

２２０万円

複数の市町村
の協議会

２２０万円上限

広域協議会のメリットデメリット

 メリット

→複数市町村にまたがって広域協議会を作ると各市町村あたり
カワウだけの予算として220万円が配分される。
（実施隊事業にしないと2年目以降2分の1補助の可能性あり）

→広域協議会で集まる機会が増え、情報共有や合意形成につな
がる。

 デメリット

→各市町村の協議会の防止計画の事業からカワウを外す必要が
ある。：広域協議会の対象種とお金を重複させない。

→協議会の会計は漁協ではなく、市町村＝広域協議会の立ち上
げに市町村担当者が入っている必要がある。
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カワウ補助金フローチャート

市町村の

被害防止計画

のカワウは対象種

カワウ以外にも

哺乳類の被害

が多い

水産庁+総務省

農水省ソフト事業に
実施隊事業で申請

広域の市町村で

協働してカワウ

対策をしたい

Yes

YesNo

水産庁+総務省

農水省ソフト事業

民間団体で申請

No

Yes

市町村の防止計画

のカワウを対象種に

入れてもらう

No

No

水産庁

Yes

水産庁+総務省

農水省ソフト事業

広域協議会で申請

取りやすいが
いつまで続くか不明

市町村が協力的なら

カワウで220万確保は魅力的
協議会の運営が困難か？

各種補助金への申請準備
 水産庁のカワウ対策費と特措法の交付税措置を組み合
わせることが可能。

 鳥獣被害防止総合対策事業の被害防止計画の取り組み

＊会計が結構面倒、あとで対費用効果を求められる！

→県庁の水産課は特措法の担当課とともに漁協の会計事務指導
を！

4月から：水産庁＋交付税措置で活動

6月から：総合対策事業の漁協予算で活動

両方出す場合、事業内容や事業内容の実施時期
が重複しないよう注意が必要。
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カワウ対策支援への現状
 特措法による支援（H25年2月現在）

 全国の市町村 1742

 特措法に基づく被害防止計画を持つ市町村の数 1195

 そのうちカワウを対象としている市町村の数 163

 被害対策の支援を実際に受けた漁協の数 37

 カワウ対策費１/２を使うと漁協の自腹が増え財政難

 カワウ対策にのべ256,308時間、3億4千万円のボランティア！

市町村レベルで
カワウ対策が後回しになっている現状。

純粋な被害額ももちろんですが、
河川の釣り客が市町村に落とす
観光としての価値を忘れずに。

カワウ事業に関する法律と担当部局

国

鳥獣保護及び管
理法

環境省

特措法

農水省

内水面振興法

水産庁

都道府県 自然保護課

特定計画（2種）
認定事業者

特措法の担当課
（農林水産部内）

県の水産課

全国内水面漁連
各ブロック

市町村 自然保護課
個体数管理捕獲
（猟友会委託）

農林課
被害防止計画
被害対策実施隊

漁協
カワウ対策
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カワウ管理計画のグランドライン

カワウ協議会（県）・カワウ管理計画

県内漁連

水系① 水系②

漁
協
A

漁
協
B

漁
協
C

漁
協
D

漁
協
E

漁
協
F

A村 B市 C町

農林水産部
水産課

内水面担当

水産試験場

自
然
保
護
課

農
水

特
措
担
当

野鳥の会 猟友会
有識者・専門家

水系会議
合意形成会議

カワウ管理の単位
 広域協議会
→県を超えてカワウの情報共有

 都道府県のカワウ協議会（特定計画）
→カワウ管理指針の作成・県庁内の各部局の役割分担の場、
カワウに関する情報共有の場

 水系会議（市町村、漁協、県の担当者、河川管理者）
→実質的個体管理や被害防除の方針立案

 各漁協の対策（組合員、市町村実施隊など）
→水系会議の方針に沿った対策実行
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本当に一番大事なのは・・・？

 なぜ、山梨県はカワウ対策がうまくいったのか？
 行政担当者、カワウの地域リーダーの両方が必要

 行政担当者
 カワウの補助金を正しく使うことができる。
 各行政単位の管理指針を立てられる。
 漁協、行政担当者への啓発を行うことができる。

 地域リーダー（水試担当？漁協スーパー組合員？研究者？）
 カワウの被害対策を現場で指導することができる。
 カワウの被害量推定を行うことができる。

 カワウの個体群管理を行うこと、あるいは、指導することができ
る。

御静聴ありがとうございました

本研究を実施するにあたり御協力頂いた皆様に深く御礼申し上げます。
長岡技術科学大学学生諸氏、新潟県内水面試験場資源課の皆様、
全国内水面漁連・新潟県内水面漁連の関係者の皆様
大日本猟友会十日町支部の皆様、新潟県内の各内水面漁協の皆様
中央水産研究所 坪井 潤一様

ぜんないＨＰより
PDFダウンロード可能

←「Let’s カワウ対策」
坪井 潤一著

「カワウに立ち向かう２→」
山本 麻希著
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